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第 回目 月 日（木）取り組みをスタートさせるにあたっての検討。
第 回目 月 日（木） 回目の授業についての検討。
第 回目 月 日（火） 回目の授業についての検討。
第 回目 月 日（火） 回目の授業記録の分析と今後についての検討。
（令和 ）年
第 回目 月 日（火） 回目の授業参観＆検討。
第 回目 月 日（金）報告書についての検討。
【取り組み】
１． 児童について・・・ 名
なかよし 組（知的障害学級 年 名）
なかよし 組（知的障害学級 年１名、 年 名、 年 名、 年 名）
なかよし 組（自閉症・情緒障害学級 年 名、 年 名、 年 名）





















２ 第３回目 ２月１４日 月 の授業概要分析
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第 には、 年生〜 年生まで 名の児童が、本
授業を楽しみにしていて、毎回和やかな雰囲気で取り
組めている。主に 年生の男子が「なぞなぞソングがお
もしろい」と言ってくれるように、素直で場の雰囲気を
和らげてくれていることが、この活動に良い影響を与え
ている。 月の授業では、さらにトーンチャイムを用いたことで、その音色に耳を澄ませる活動がで
きたことは、子どもたちにとって貴重な体験となり得た。
第 には、特に気になっていた児童も「なかよし音楽」の活動を体験することでの変化が見られ
ることである。 分間参加することがまだ難しい児童も、その場にいて身体を動かしたり、友だち
と合わせてリズムを打ったり、トーンチャイムを鳴らしたりと、他者との関係の中で自らも参加して
みようという姿が見られるようになっている。また、情緒的に不安定な児童も、「なかよし音楽」の活
動中・活動後には穏やかに過ごせる時が増えている。音楽を通して、担任と心を通わせられた場
面もあり、大変喜ばしく感じられた。
第 には、担任相互の協力体制が充実していることがあげられる（授業参観した大学教員から
も指摘）。本学校には特別支援学級が４学級あり、担任もそれぞれに合計４人いる。そこで、中心
になって進める教員とそれをサポートする３人の教員のチームワークが大切になってくる。掲示物
を黒板に貼っていく役割、「まねっこリズム」の際に太鼓を差し出す役割、歌を歌う時に歌詞を言う
役割、言葉や動きに困っている児童にそっと寄り添い声をかける役割等々、あうんの呼吸でそれ
ぞれが動けている。これらは、日ごろからの関わりの中で積み上げてきたものであり、自然と分担
ができていた。今後は、さらに事前の打ち合わせをしっかりと行い、よりよい支援ができるようにし
ていきたい。
次年度に向けての課題としては次の 点があげられる。
第 に、特に気になる児童への引き続きの指導・支援である。気持ちが高ぶっているときに、音
楽がクールダウンの一助となり得ることを願うとともに、担任教師との信頼関係を基盤にしながら、
「なかよし音楽」の活動を継続していくことで児童の成長を見守っていきたい。
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第 に、次年度は、普段の 分間の学習の中にも、リズムを用いて身体機能を高める運動や、
気持ちをリセットさせる活動を取り入れたい。そして、これまで以上に音楽をふんだんに活用し、
「聴く」力や他者とよりよいコミュニケーションができる能力を育んでいく活動を新たな課題として
取り組みたい。
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